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富士山登ったど～

山頂で全員そろっての記念撮影

≪登山メンバー≫

（児童）

古賀 麻菜美 山口 竜弥

樋口 和也 井上 翼

城本 祐大 有吉 京平

大城 笙雅 平野 風華

（職員）

中山 雄二 上原 桂一郎

原田 康弘 中嶋 俊明

（ガイド）

中村 智昭

（ボランティア）

大川 司 塚原 博臣

成田 緋呂美 中村 泉

（運転手）

中村 一登

富
士
山
頂
に
立
つ
！

富
士
山
一
緒
に
登
ろ
う
と

思
い
立
っ
て
三
年
目

こ
の
日
の
た
め
に
頑
張
っ
た

宝
満
、
英
彦
山
、
市
房
を

登
っ
て
下
り
て
又
登
り

弱
音
も
吐
か
ず
ト
レ
を
積
み

や
っ
て
来
ま
し
た
は
る
ば
る
と

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
１
３
時
間

朝
は
早
よ
か
ら
起
き
出
し
て

眠
り
眼
（
ま
な
こ
）
で
バ
ス
の
中

着
い
た
と
こ
ろ
は
五
合
目
で

標
高
２
千
と
４
百
雲
の
上

真
正
面
に
そ
び
え
る
は

で
っ
か
い
で
っ
か
い
富
士
の
山

我
ら
が
勇
士
八
人
よ

覚
悟
は
で
き
た
か
さ
あ
い
く
ぞ

眼
下
に
拡
が
る
雲
海
が

教
え
て
く
れ
る
こ
の
高
さ

六
合
過
ぎ
た
ら
七
合
へ

七
合
過
ぎ
た
ら
ま
た
七
合

七
合
に
新
と
元
祖
あ
り

八
合
あ
た
り
で
何
と
な
く

足
元
ふ
ら
つ
き
吐
き
気
あ
り

こ
れ
が
噂
の
高
山
病

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

苦
し
み
な
が
ら
も
山
頂
へ

三
七
七
六
富
士
の
山

こ
の
感
激
を
い
つ
ま
で
も

１
２
時
間
の
山
旅
で

何
を
か
思
わ
ん
子
ど
も
達

ど
ん
と
胸
張
っ
て
帰
ろ
う
よ

多
く
の
感
動
あ
り
が
と
う

日本最高峰剣ヶ峰（３７７６ｍ）

火口を見ながらの昼食

標高３０００ｍ付近

編
集
後
記

園
長
の
『
日
本
一
の

山
（
富
士
山
）
に
登
っ

た
ら
自
信
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
』
と
い

う
想
い
か
ら
、
始
っ

た
若
久
緑
園
登
山
部
。

宝
満
山
（
太
宰
府
市
）

英
彦
山
（
田
川
郡
）

市
房
山
（
熊
本
県
）
を

練
習
登
山
と
し
て
経

験
を
積
み
重
ね
た
。

不
安
と
楽
し
み
が
交

錯
し
、
登
山
開
始
と

な
っ
た
。
高
山
病
対

策
で
、
ゆ
っ
く
り
し

た
ペ
ー
ス
で
水
分
を

取
り
な
が
ら
登
っ
た
。

予
定
よ
り
も
時
間
は

か
か
っ
た
が
、
全
員

登
頂
出
来
た
。
子
ど

も
達
は
自
信
に
な
っ

た
だ
ろ
う
。

ま
た
、
一
緒
に
登
っ

た
大
人
達
は
、
子
ど

も
達
か
ら
多
く
の
感

動
を
も
ら
っ
た
。

そ
れ
も
準
備
や
応
援

等
、
関
わ
っ
た
全
て

の
方
々
が
い
た
か
ら

こ
そ
、
達
成
出
来
た

と
思
う
。

全
て
の
方
々
に
感
謝
。

（
番
記
者
・
上
原
）




